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D 77 衣料用防虫剤による染色布の変退色について

奈良女大家政　○勝又千寿代　後藤景子　辻井康子

〔(社)日本家政学会

　目的　人体への毒性，環境問題によりp －ジクロロベンゼンが諸外国で規*lされ，日本

でも問題視されている。　これに代わる新しい昇華性防虫剤として，トリオキサン, 幕酸ジ

メチルが注目されている。両者とも防虫効果，人体への安全性は既に確認されているが，

衣科用防虫剤として実用化する場合には, 衣料品に対する影響を検討する必要性がある。

そこで，これらの薬剤が染色布の変退色を引き起こすかどうかを調べ，衣料用防虫剤とし

ての有用性を検討した。

　方法　防虫剤としてはトリオキサV ,修酸ジメチル，並びに比較のため従来使用されて

いる３種の防虫剤（p－ジクロロベンゼン, ショウノウ，ナフタレン）を用いた。布には

綿, 絹.羊毛，ナイロン，ポリェステル（いずれもjis染色堅牢度試験用添付白布）をそ

れぞれ数種の染料で染色して用いた。ガラス容器に防虫剤と染色布（4. 5×7cm O）6枚を入

れて容器内を飽和状態で密閉し, 35°Cで暗所に一定期間放置した後，染色布のX , Y , Zを

測色し色差△Ｅを算出した。

　結果　いずれの条件でもA Eは時間とともに増大し，数十日以後ではA Eはほぼ一定とな

る傾向が認められた。　170日後の4 Eは，トリオキサンと従来の防虫剤では，防虫剤の存在

しない場合と比べて大きな差異は認められず，特に反応染料で染色した綿布ではほとんど

差異がなかった。修酸ジメチルは，いずれの布でもA Eが著しく大きく，ナイロン繊維の

脆化か著しかった。

D 78
衣料害虫の摂食誘引について

奈良女大家政　　　○板谷恭子　辻井康子

　目的　繊維製品の虫害防除の基礎資料として，衣料害虫の摂食行動に関して一連の研究

を継続しているが，まだ十分な解明には至っていない。昆虫が餌を発見するためには，餌

の匂いが誘引行動を引き起こしていると考えられる。これまでに衣料害虫の餌として被害

を'うける羊毛の匂い成分の検索を行った結果，羊毛の匂い成分はエーテル，ヘキサンに可

溶性であり，衣料害虫はそれらの抽出溶液に誘引されることがわかった。そこで今回は薄

層クロマトグうフィーおよびガスクロマトグラフィーを用いて抽出溶液を分離し，各成分

の誘引性について検討した。　さらに嗅覚試験器を用いて各種脂肪酸への衣料害虫の誘引行

動を観察した。

　方法　羊毛をへ牛サンで抽出しその抽出溶液を薄層クロマトグラフィーで分離し，各成

分の誘引性を検討するためにオルファクトメーターで生物試験を行った。その分離溶液を

さら(ガスクロマトグラフィーで分析し，羊毛中に含まれる誘引物質の同定を行っている。

iまた成分中に含まれると推定される脂肪酸について誘引行動を観察した。

　結果　羊毛のへ牛サン抽出溶液を薄層クロマトグラフィーにより分離し生物試験した結

果，R f 値0. 08, 0.33, 0. 53の物質が高い誘引性を示した。また脂肪酸７種について検討

:したところ，カプ・ン酸が89. 8％,ステアリン酸が72. 6％と強い誘引率を示した。脂肪酸

|の濃度を変化させ誘引率を観察すると，カプロン酸は0. 6m ｇ で極大値をもち，その後濃

度の増加とともに低下した。　ステアリン酸は0. 4m ｇ までは濃度の増加とともに誘引率は

増加したが，それ以降は一定であった。


